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戦 評  

 前半、台北（TPE）ボールのスローオフで試合開始。試合序盤から、両チーム共に

ＤＦラインを高めに位置取り、アグレッシブなＤＦでボールを奪おうと仕掛けてく

る展開になった。ＧＫのナイスセーブやＤＦの組織的な守りが機能し、ロースコア

ーの立ち上がりとなった。韓国（KOR）は、97 番の KIM 選手のステップシュートや力

強い 1 対 1 で徐々に試合の主導権を握るも、対する TPE も 10 番ＹＡＮＧ選手の速攻

やロングシュートで応戦、１４対１４の同点で前半を終えた。 

 後半開始早々、TPE はＤＦシステムを変え、ハーフコートマンツーマンで KOR オ

フェンスのミスを誘おうと、より積極的なＤＦを仕掛けてきたが、KOR も冷静なパ

スワークでノーマークを作り、13 番ＰＡＲＫ選手のサイドシュートや 88 番ＣＨＯ

Ｉ選手のロングシュートで着実に加点した。TPE チームもこの試合のＭＶＰに選ば

れた 7 番ＷＵ選手の攻守にわたる活躍、スカイプレーなどの変幻自在な攻撃で追い

すがり、1 点を争う好ゲームとなった。最後は、疲れの出た TPE チームに退場者が

重なり、３０対２６の４点差で KOR チームが勝利した。なお KOR チームの 66 番ＫＩ

Ｍ選手がこの試合のＭＶＰに選出された。 

 

 

 

 

 

 

 


